
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成にはいろいろな方法があります。主だったものは 

 

① 教育研修  
 

② ОＪＴ  
 

③ キャリアアップ  
 

④ 自己啓発 の４種類です。 
 

 

人材育成体系とは、ひと言でいうと人材育成を進めるにあたって、「どんな内容を、 

 

どのような対象に、どのような方法で、いかに継続的に、計画的に指導教育して 

 

いくか」をまとめたものです。当然のことながら各社とも共通する部分はあります 

 

が、企業によってその中身はかなり違ってきます。ですから、自社のオリジナルの 

 

人材育成の体系でなければなりません。目的やねらいどころは企業によってこと 

 

なるということです。人材育成の自社版を構築していくことが重要です。 

自社の実情に合った人材育成体系化の具体的な着眼  

人材育成に力を入れない企業は衰退する 



 

＜短・中期研修計画の策定＞ 

① 人材育成体系の中から、この２～３年で優先的に実施す
るべき研修を選ぶ 

② 年度別重点実施研修のリストアップ・決定 
③ 年間教育研修計画の策定 
  （時期・対象者・現場・担当講師・外部機関の選択・予算化 

＜各種研修コース・育成内容の詳細計画＞ 

① 教育目標の明確化 
  （主な内容・対象者のレベル・人員・時期・期間・予算） 

② 指導目標の明確化 
  （知る・理解する・できる・身につける） 

③ 研修技法の選択 
  （講義方式・討議方式・事例研究方式・演習・実習方式 

   その他） 

④ プログラム化・スケジュール化 
（動機付け・変化・リズム・受け身より参画型） 

＜各研修コース・育成内容の詳細計画＞ 

② 階層別研修 
③ 職掌別研修（部門別・職種別） 
④ OJT 
⑤ 自己啓発 

＜研修・育成ニーズの明確化＞ 

① 経営からみたニーズ 
② 職場から見たニーズ 
③ 個人からみたニーズ 
④ 社会・環境からみたニーズ 

＜人材育成方針の確立＞ 

① 経営戦略に基づいた人材戦略の絞込み 
② 期待される人材像のイメージアップ 
③ 人材育成方針（基本コンセプト）の明確化 

＜プロジェクトスタッフの選定＞ 

① ５～１０名の委員会の設置 
（人事スタッフ数名・各部門主要スタッフ数名） 

② 諮問機関としての委員会で検討・体系案を策定 
③ 定期的に上部機関（トップ）に答申する 
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